
東北支部

　[件　　名]　

　　送電鉄塔の基礎工事中に軽量鋼矢板に左示指をはさみ受傷した。　　　　　

　[作業内容]　

    新設鉄塔基礎工事（軽量鋼矢板設置業務）

　[経　　緯]

    5月22日（月）

    8:30頃 被災者は他作業員とともにTBM-KY-RFを実施。

    8:40頃 被災者は軽量鋼矢板の設置作業を開始。

    11:10頃 災害発生（発生状況は下記[災害発生状況]とおり）。

    11:13頃 被災者が現場代理人に報告後，技術員の運転する車で竹田総合病院へ出発。

    11:35頃 現場代理人は当社へ災害が発生したことを連絡。

    11:54頃 社員2名が現場へ向け出発。

    11:50頃 被災者は竹田総合病院に到着。

    12:05頃 被災者の診察が開始。

    12:38頃 社員2名が現場事務所へ到着し，状況確認を開始。

    13:00頃 被災者の診察が終了。

    診察の結果，左示指基節骨開放骨折と診断。

    竹田総合病院にて手術可能な外科医が不在であったため，会津中央病院へ転送。

    13:30頃 被災者は竹田総合病院から技術員の運転する車で会津中央病院へ移動。

    13:50頃 被災者は会津中央病院へ到着。

    14:15頃 被災者の診察が開始。

    14:40頃 被災者の応急処置が終了。

    16:00頃 再診の結果，手術が必要と診断。（１週間入院の見込み）

    16:40頃 手術開始（４時間予定）

    21:00頃 手術終了　血管と神経を繋ぎ無事終了。（１週間は入院が必要であり）

    その後経過観察となる。詳細な入院期間については今後主治医に確認予定。

　[被災程度]　    　

　　左示指基節骨開放骨折

　[服装・装備]　　  

　　保安帽，作業服上下，長靴，革手袋，墜落制止用器具

　[災害発生状況]　 

　　バックホウで土留め支保工（軽量鋼矢板）設置作業中に，矢板が動き，軽量鋼矢板の間に左示指を

　　はさみ受傷した。
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バックホウにて軽量鋼
矢板を前後に角度を調
整しながら圧入してい
た。

バケットが軽量鋼矢板
から外れ前後に振れた
際に隣の矢板に接触し
前後に振れ矢板の合わ
せめを掴んでいた左手
の人差し指を挟まれ受
傷した。

挟まれ状況（拡大）
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